
2025年度 講座・出前授業報告書 No.29 

 

開催日時 2025年 11月 14日（金） 開始時間 8:50     終了時間 12:20 

開催場所 谷口台小学校 

実施内容  ２極モーター  

学年、組、等 5年 2組 5年 5組  
参加児童数計 

児童数 
出席 欠席 出席 欠席 出席 欠席 

２７名  １名 ２３名 ５名   ５０名 

スタッフ  ７名 実施機関スタッフ  １名  

1 概要 

  講座はインフルエンザの流行によって当初の計画から大幅な日程変更を余儀なくされたが、 

幸いに 14日は 3.4限の前に 1.2限の講座を設定して予定期日に授業を開催出来た。  

11月 8日までの迅速な学校閉鎖が功を奏したものと考える。 

欠席児童 6名にはモーターの完成品をスッタッフが用意し支給することにした。 

２ 実施内容 

  モーターってどんなもの？ 身の回りにある物を気付かせることからスタートした。 

①モーターの概念をつかんでいるとは言い難く PPTを使って色々なモーターと使われている品物を

紹介。モーターが身近なものに多く使われていることを認識出来た様子。 

 ②簡単な 2極モーターの構造を説明。コイルの巻き方と電磁石が出来る仕組を演示教材を使って説

明。さらに整流子の役割や回転子が回転する基本原理を理解させることにつとめた。 

 ③組立の手順や乾電池の扱いについて注意を喚起させた。以降の組立作業などに関しては各テーブ

ルを担当するスタッフの指導に委ねた 

３ 良かった点  

  総じて児童の受講の姿勢はおとなしく授業は順調に進捗した。 

① 担当したグループに限らないと思うが、児童間で作業の方法を教え合う姿勢に好感が持てた。 

 ②固定子版を取り付ける前に（取り付けないで）磁石を手で持って磁石の位置や距離を変えて回転

子の回転が変化する様子を観察するなど、個性的な事を試みる児童がいて嬉しくなる。 

 ③全児童がモーターを所定の時間内に完成させ持ち帰りを実現できた。 

 ④感想発表ではモーターの原理や用途が理解できた等、授業の成果が見られた。 

４ 課題点など 

① 整流子の銅箔の酸化で接触障害が散見された。長期保存が原因の障害と思われ、回転不良の原因の一

つと捉え、発生時は紙やすりで銅箔表面を軽く磨いてみることを推奨。 

 ②回転子の組立不良（整流子逆着け/接着不良）、軸受板の加工ミス（穴無し/寸法不良）、電池 BOXの 

 取り付けねじが短い等（短いねじの混入等か）確認が必要。これらの品質の改善が求められる。 

 ③基盤のプレス加工品で、ねじが締めにくいなどの問題は少なかったが、しばらく注視を継続したい。 

 ④予備品、欠席児童向け完成品の所在、サンプルや予備品が予定通りに管理されていない等は、作業の

効率を阻害することも有り、ルールの徹底を図りたい。 

 ⑤ブラシの取り付で、ネジ締めでブラシの向きがゆがんでしまう不具合を無くす施策が必要。 

 ⑥エナメル線の半田付け前処理（紙やすりでエナメル剥離）は半田付け作業者に一任の周知徹底。 

                                           以上 

                                          

 

 

 

 

 


